














































である 1946 年に最も多く、その後はいったん減少するも 1947年から 1949年まで再び増
加し、朝鮮戦争が始まった 1950 年からは減少した。述べ検挙人数は 4 万 6000 人であり、



































結論では第 1 章から第 6 章までの議論を概括した。本研究の主な対象は、占領軍や警察
の取り締まり活動と、それに対する「密航者」の行動であり、その検討を通じて本論文が
明らかにしようとしたのは、「朝鮮人」なる集団の存在は身分を示す書類がなくとも識別し
得るものだったということ、特に「密航」に関わった人々や「外国人」として登録され、
あるいは「外国人」の登録に携わった人々にとって、「朝鮮人」というカテゴリーは「密航」
や外国人登録を可能にするための前提条件だったと指摘した。また本研究は個々人が何者
であるか明らかにする作業が、個人を身体的に識別するだけでなく、個人がどの集団やカ
テゴリーに属すべきであるかを決定する作業だという視点に立ち、「密航」や外国人登録に
おいて重要だったのはある人物が「外国人」、ひいては「朝鮮人」であることを明らかにし
得るか否かということだったと論じた。 
